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第 一 編 試 験 地 に 於 け る 研 究

第 一章 試験地に於けるイチヰガシ林の

更新並に手入に關する研究

第 一 節試験 並ニ既往に於ける経過の概要

第 一 総 説

イチヰガ シの更新並 に手入 に關す る 各種の事項 を研究 せん とし昭和入年 三月五 日

高岡営林 署管内宮崎縣東諸縣郡 山の口村大宇山の 口字青井岳國有林高岡事業区23林

班い 小班内に面積0.60haの 試験地 を設定 した。試験地は昭和七年度官行研伐庭域内

に して用材 は 全 七年 十一月伐採 し薪炭材 は全入年二月伐倒 して責彿 ひ全入年三月製

炭 を終 了した所であ る。

試験地の更新 は施業上孔歌或は團状 に更新すべ き皆伐作業的更新 に依 ることゝし、

試験地に二 箇の局部皆伐区 を設け面積 を各 々α30ha宛 とし其の周園 には林縁 を設け

雨区職 こは幅10mの 樹帯を獲 し一区 には母樹三本 を残 し他の一区 は皆伐 した。但皆

伐区 と錐 も林縁並 に母樹 の 影 響を幾分受け るこごは當然である。 而 して雨区共伐採

に當り ては樹 高5m以 下の小裡木は残存せしめ ること ゝした。

先づ手入が更新に及ぼす影響 を調査 す る爲試験地 を次の如 く区劃 しカ。

設置せ る二箇の局部皆伐区は前記の如 く母樹 を有 する もの と然 らざ るもの とに分

れ居 りて両区共峯 より谷 に達 し 稽長方形 をなして相並び て居 る故 更 らに之れ を夫 ・々

縦 に三分 乙て第一区第二 区第三区に分 ち 次の如 く手入を施 した。但手入の要領は雑

草雑木共根際 より伐採せず イチヰガ シ稚樹 の樹高 より精低 き位 に刈佛 ひ潔癖 に手入

せす必要程度 に止む ることゝした。

第一区 面積0.096ha.昭 和 八年三月伐採、全 九年度 は手入を施行せす、全十

年」十一年、十二年、十 三年毎年一回手入 を行 つた。

第二区 面積0.096ha・ 之れは放置区 にして換言すれば昭和八年三月伐採せ し

も全九年・十年、十一年、十二年、十三年共手入 を行はず其儘 とした 。



第三区 面積0.108ha・ 昭和八年三月伐採、全九年、十年、十 一年、十二年毎

年一回、全十三年 は二回手入 を行つた。

尚同十三年度 には試に 第一区第三匠並に母樹 を有する 第二区 に野 して梢強 く除伐

を行つた。

次に本試験地 は イチヰガ シの稚樹の発生 枯 死生長 に關す る研究 をも行ふ ものなる

故試駿地 を4m宛 の方眼 に分 ちて針 金線 にて明示 し 各区共毎年二月下旬、八月上旬

に於て稚樹 の発生 枯死 を調査す るご共 に、各区 に幅4m、 長 さ60mの 帯状特別標準

区 を設け峯 よう谷 に達す る様 にし イチヰガ シ の発生 枯損の外樹 高生長 を測 定 し各般

に亘 り詳細 ζ調査 した。 帯状特別標準区の位置は 第一圖並に前調査書附圖第六號第

七號等 に示 され て居 る。

其他特 別に設置せ る調査区域 は 伐採前後に於け る各樹種稚樹 の比較標準区 にして

雨局部皆伐区 に設け られ面積は各々500m2宛 であ る。其 の位置は前調査書附圖第五

號 に示 されて居 る。

第 二 稚樹の発生枯死に關する調査研究

稚樹の発生 及枯死 に關 し 前報告書(イ チヰガ シ 林の施業上主要 な る事項 に關する

研究昭和十一年四月)記 載 の要領 を列墨すれば次の様であ る。
'

1)伐 採前の林相並 に母樹及伐採せ しイチヰガ シ

伐採前の林相はha當り 本数胸高直径10cｍ 以上798本 、 材積254m3に て1チ ヰ

ガシ約40%(材 積)を 占む る老齢の常緑瀾葉樹天然生林 にして詳細 なる樹種 別本数

材積は前調査書35頁 、第十六表其の一一・、其の二に掲 げてあ る、叉胸 高直aSIOcm以

下(樹 高5m以 下)の 小径木稚樹 に就 きては 前調査書 第十七表 甲及乙に記載 されて

居 る,

次に残存 せ し母樹の大 さ位 置に就 きては前調査書37頁 第十入表及附圓第五號 に掲

げてあり て・(以 上の外中間樹帯 に母樹一本 あり て胸高直径46cmで ある)伐 探前後

に於 け るイチヰガシ伐探木 と残存木 との位置は前調査書附圖第五號 に示 されて居 る。

2)伐 採 に依 る下木稚樹 の被害

伐木運材の方法は 普通 の官行研伐 を以て施行 し特に 試験地 こして町摩 に取扱はざ



試験地の区劃 地形並に試験地に及ぼす庇蔭 第 一 圓



bし 爲折角残存せ しめん とせ し樹高Sm以 下 の小径木 は損傷せ らPt7?る もの甚多 く

或は挫折 し或は 孤立状態 とな りて 枯死す るもの多 く林地 も所 々に赤 き地肌 を現は し

見 し苦 き状態 を呈せ しも 伐採後五 ケ月を経過せ る昭和八年八月には雑草稚樹発生 し

て地表 を掩ひ 傷跡除程恢復せ しが樹高高 くして枝 を排 はれた る孤立木の如 きものは

尚惨状 を呈 して居た 。

3)伐 採前後 に於ける植生(稚 樹)の変化

雨局部皆伐区に対し 夫 々500㎡ の試験地を設け 伐採前昭和七年十月並 に伐採後 昭

和入年入 月に於け る樹種 別、樹 高別稚樹本数 を調査 した 、詳細 は前調査書38頁 及第

十 七表 甲及乙の通 りである。

a)伐 採 に依 リアカメガシヘ カラスザ ンセウが急激 に多数侵入 し、 ケムラサキ、

・コバ ンノキ、 タラ、ハマク サギ等 も亦増加 し、 アリ ドウシ、 シヒ、バ リバ リノ キ等

が減少 して居 る。之れは 伐木蓮材の際機械的に甚 しく損傷せ られた 結果 も作用 して

居 る故輩 に疎開に ようて齎 らされた 鍵化 とのみ見 ることは出來 ないが アカメカシノ㍉

カ ラスザ ンセウ の侵入は争 へない、叉植生の愛化の大勢は誤 うない と思ふが 此の關

係 は寧ろ其の後の研究に待 つべ き点が多かつた。

b)イ チヰガ シは伐採前には局部皆伐匿に於 ては17本 ・母樹 を有 する局部 皆伐区

に於ては25本 あり しのみなるが、伐採後には伐木蓮材 の被害 あり しに拘 らず前区 に

於 てはII4本 、後区 に於ては47本 となり急 に増加 して來た。

4)伐 採後 に於ける稚樹 の発生 並にイチヰガシ 稚樹 の位置圖

前項は伐採前後 に於ける植生(稚 樹)の 痩化 を明 らかにせんが爲雨区 に夫 々5∞M2

の試験 地 を設 けて 調査せ るものな るが伐採後年月の 脛過 ご共 に植生 に麓化 ある故其

後 の推移 を充分探究せんが爲 伐採後五箇月を経過せ る昭和入年入月雨区共全面積 に

亘 り樹種別稚樹本数 を調査 した。其の結果は前調査書第十九表・第二十表の通 りであ

つてイ チヰガジ稚樹本敷 局部皆伐区373本(ha當 り1231本)母 樹 を有 す る局部皆伐

区399本(ha當 り1317本)で あ る。之れは其の後の推移 を知 る基礎 のものである。

以上の如 く昭和八年入月 イチヰガ シ の全稚樹本数 を調査せ しが昭和九年五月更 ら

に両区 全面積 に亘 う イチヰガ シ稚樹 の位置圖を作 う同十年二 月及 同十年入 月に於け



る発生 及枯死 を記入 し 之等 に關す る調査研艶に便 し其後 も同季節 に纏績 記入す るこ

とにしだ。詳細は前調査書39頁 及附圖第六號、 第七號の通り である。 尚39頁 の要

領 を表示 すれば次 表の様であ る。

自昭和九年五月
至 同 十年八月 イ チ ヰ ガ シ稚 樹 増 減 表 第 一 表

備考1)有 母樹区とは母樹を有する局部皆伐区の略

,2)昭 和十年二月欄(二)に ある137本 は昭和十年二月調査の

際生育ぜるを豪見ぜしものにて昭和十年八月調査欄(三)

に於ては右137本 の内II本 枯 死し126本 生存tfろ を示す

即 ち母樹 を有せざ るものは 昭和九年五 月660本 の稚樹 を有 し 同十年入月迄 に螢生

せ る もの172本 ・枯死せ るもの124本 なるに野 し、 母樹 を有す るものは昭和九年五

月sg6本 の稚樹 を有せ しに同十年入月迄 に発生 せ るもの4g6本 枯死せ るもの84本 に

て稚樹 の発生 率遙に多 く枯死は比較的少 ない。 之れ母樹 ある爲落下す る種子多 く從

つて稚樹 の発生 も多 く叉一面稚樹 は幾分保護せ らる のゝ であ る。

5)イ チヰガシ稚樹 の生 長調査

雨局部皆伐区は 手入の 種類 を異 にす る第 一区、第 二匠、第三区 に分れ居 る事は前

掲 の通 りであ る。是等手入の異 る爲 イチヰガシ稚樹 の受 くる影響を調査せんが爲各

区毎 に帯状特 別標準区 を設け峯 よう谷 に達せ しめ 該区域 内の稚樹の発生 枯死は元 よ

り樹 高の測定 を行つた。次 いで 昭和十年二月、同十年八月迄 の 結果並 に帯駅特 別標



準区の位置は第一圖並に前調査書第21表 及第22表 に掲 げてある。

此の結果 に よれば稚樹 の発生 は 前項 同様 母樹 を有す る局部皆伐区の方・局部皆伐

区 よう多 きことを示して居 る。

次に手入 と稚樹 の生長 との關係は 雨局部皆伐区共次表の如 く昭和九 年入月 よタ連

年 手入せ る第 三区 の生長最良好 にして、次には 昭和十年七月手入 を開始せ る第一区

良好 にして、手入 を行 はざる放置区即 ち第二区最 も不良であ る。

手入方法が稚樹の樹高生長に及ぼす影響調査表 第二表

第一医第二匿

第三区は手入

試験匠の第一

区第二区第三

区の意味にし

て調査ぜるも

のは各区の帯

状特別標準区

なり

第 二 節 今 回の調査 結果並 に硯 究

前調査書 に掲げた る調査結果は 更新後 日尚淺 く乙て一部 を除 きては 結論 に達せす

所謂中間報告 に絡つた もの多か うしが 其後の調査 と研究の結果 略要領 を捉へ得た と

思はれ るもの ある故項 を追つて述べ ることゝす る。

第 一 イチヰガシ稚樹 の発生 並 に枯死に關す る研究

1.稚 樹 の増減状 況と数量

a)・,Sチ ヰガシ を含む常緑潤葉樹林 を伐採すれば 稚樹 の数は急 に増加す るもの で

あ る。伐採前後に於け る植生(稚 樹)の 痩化 を調査 せし500m2の 試験地内に於 ては・

前掲の如 く(第 一節 第二3蓼 照)イ チヰガシ の稚樹 は伐採前(昭 和七年十月)に は



局部皆伐区 にては17本 、母樹 を有す る局部皆伐区 にては25本 あ りしのみな るが、

伐採後(昭 和 八年入 月)に は伐木運材 の被害 あbし にも拘 らず前区 に於てII4本 、後

区 に於て47本 こなり著 しく増加 し二倍乃至七倍に達 して居 る。即 ち天然生林の儘に

ては鬱閉 強 く結實及落下 は 毎年繰 う返へ さる ゝも稚樹 に大 なる増減 な く實際生育 し

居り しものは17本 及25本 に過 ぎなかつたが 伐採 と共に陽光 を得て発芽 に適當な る

箇所を多 く生 じ叉伐木蓮材は稚樹 を損傷すれ共 一方地表の掻起 し作用 をなし叉落下

せ る種子 を地中に押 し込む作用 をな し是等の綜合的結果 とむて発芽 歎 の増加 を招來

す るもの と見 ることが出來 る。

b)次 に 昭和入年入月 雨局部皆伐琶共全面積 に亘 リ イチヰガシ の稚樹本敷 を調

査 せし結果は局部皆伐区にては373本(ha當りI231本)、 母樹 を有する局部皆伐区

にては399本(ha當 り1317本)で あつた。然 るに翌九年二 月には前区 に於ては660

自昭和九年二月
至同十 四年 二月 イチヰガシ稚樹増減調査表 第 三 表



本(ha當り21ク8本)後 区 に於ては596本(ha當 りIg67本)と なつ て居 る。(第 一章

第一節 第二4盛 照)。 其後毎年略二月下旬及入 月上旬に稚樹 の螢生枯死 を調査 し來

たが昭和十四年 三月調査迄 の結果 を取 う纒むれば第三表の様 であ る。

両伐探前 よりの経過 を一括 して表示 すれば次 の様である。

伐採當時 よ り昭和十四年二月迄のイチヰガシ稚樹増加状況総括表 第四表

即 ちイ チヰガシの稚樹本数 は伐採の翌年(昭 和入年入月)局 部皆伐区 に於ては373

本、母樹 を有す る局部皆伐区 に於ては399本 を有せ しも其 の翌年更 らに激増 し 局部

皆伐区 に於ては 以後増加量少 く、母樹 を有す る局部皆伐区 に於 ては 依然壇加を続け

同十四年二月に於 ては前 区に於て859本 、後区に於ては1670本 となつて居 る。

2.母 樹 と稚樹 との關係

母樹 の位 置、大 さは第一圖並に前調査書37頁 第十入表及附圖第五號 の通 うにて母
o

樹 を有す る局部皆伐区には3本 の母樹 あ りて直接 之れが影響 を受け・又局部皆伐区 も

幾分其 の影響 を受け居 るのみ な らす 雨局部皆伐区の境界 をなす 中問樹帯 に母樹 一本

あ りて両 区 に影響を與へ居 る故本試験地 にては 嚴格 に母樹の有無が更新 に及ぼ す結

果 を知 ること困難な るも、少 くとも母樹 を有 する局部皆伐区が より多 く母樹の影響

を受 くることは断言 し得 るの であ る。 第三表 に現はれた る結果 は両 区が母樹の影響

を受 くる差異 と見得 るのであ る。

今 第三表を見 るに 昭和九年 二月 より同十 四年二 月迄 に於てイチヰガ シ稚樹の発生

せ る総数は局部 皆伐区 に668本(ha當 り2204本)、 母樹 を有する局部皆伐区IgI6本

(ha當 り6323本)で 、 枯死せ る総藪 は前区 に於ては469本(ha當りI548本)・ 後区

に於てな842本(ha當り2779本)で 結局前区 に於ては199本(ha當 り656本)の



増加 に過 ぎざ るも後区 に於 てはIo74本(ha當 り3544本)の 増加 を示 し、現在本数

は前区 は85g本(ha當り2835本)、 後区 は1670本(ha當 り5511本)生 育 して居 る

のであ る。 斯 く母樹 を有 す る局部皆伐区 にては稚樹 の発生 多量(1916本)に して母

樹 なき局部皆伐区(668本)に 比し約三倍に達す るは区域内に母樹 を有 する爲其 の落

下種子の発芽 に因 る点 最 も大 な りと認めざるを得ない。 衣に稚樹の枯死総数は局部

皆伐区469本(ha當 り1548本)、 母樹 を有す る局部皆伐区842本(ha當り2779本)

で後区 の方絶対 数 は多 き竜.、後区は発生 せ る稚樹 の本数前匠 に比 し約 三倍 し且 つ枯

死す る稚樹は 概 ね満二年生未満 の如 き繊弱 な るものに見 るこご多 き故 稚樹 の発生 並

に枯 死の点を考ふれば更新上母樹 を保存す るを有利 と認め らる。

3.稚 樹の発生 時期 と枯死時期

當地方 に於 ける稚樹 の発生 時期は 一般 に苗圃 に播種せ るものは六月下旬頃迄には

殆 ど発芽 を終 るものな るも 山地 に播種せ るもの殊 に天然下種の ものは 入 月上旬迄 に

発芽す るものは少 ない。 本調査の結果は其の点 を数字的に明示 して居 る。 例へば昭

和十年秋結實 して落下せ る種子は 十一 年入月上旬調査の際 は曇芽せ るもの 比較的少

な く翌十二年二月調査 の際葉数4～5枚 又は2～3枚 を有 す る一年生稚樹 として見受

くる故天然生稚樹 は主とし て 入月上旬以降に発生 す るもの と思料せ られ る。 今数字

的 に示せぱ第五表の如 くである。
●

調査時期に依 るイチヰガシ稚樹発生 数比較 第 五表

本表は第 三表 よち雨局部皆伐区 に於ける稚樹発生 総数 を二 月調査の際見出せ るも

の と入月調査の際見 出せ るもの とに区分 した もので 本 表に よれば 入月以前 に発芽 せ



るものは総数 の 約二割六分で八月以後 に発芽 せ るもの 約七割四分 であ る。但本統計

は 自昭和十年入月至同十四年二月、最近 四ケ年間の ものである。

次 に枯死 す る時期 を調 査する爲 第三表 よう雨局部皆伐区 に於け る稚樹枯死総歎 を

二月調査の際見出せ る もの と入月調査 の際見出せ るもの こに区分すれば 次の通 りで

あ る。但昭和十年二月調査の際 は 枯死本数 を調 査せざ りし故 十年入月の枯死本数 に

含まれ居 うて正確 ならざ る故昭和十一年以降の統計に よることこした 。

調査時期 に依 るイチヰガシ稚樹枯死数比較 第 六 表

1)局 部皆伐区.母 翻

を有する局部皆伐区
共面積{ミo・30hatsv,
2)昭 和 十三 年八月

調査の枯死数にに除
伐の爲に損傷枯死せ
るものを含む故十三

年八月調盗以降の も
のた除きて()を 附
し示 し7こり

稚樹の枯死は夏季 の旱害暑害、雑 草木 の害、冬季 の寒害等の外手入或は調査の際誤

めて損傷す るものあ 餌 或は 愚菌害其他各種の被害 に因 るもの ある故 枯 死の原因 を

正確 に捉ふ ることは 容易でない。當地方 に於 け る酷暑は 六月末 に始 ま り七月上旬 よ

う同下旬 迄比較的甚だ しく入 月中旬 に絡 るを普 通 こす る。 從 つて調査時期た る入月

上旬 に於 ては旱害暑害、雑 草木に よる被害の大部分は 終 うた る時 なるも入月上旬以

降に於ても 尚枯死す るもの ある故 翌年 二月に 枯死 こして 現 はる ゝものには 本害の

一部 を含む こととな る。 寒害は一月上旬より 二月中旬迄 を主 とする故調査時期 たる

二月下旬は殆 ど 被害後の時期 なるも多 少は 二 月下 旬以降枯死す るものをも生す。雑

草及雑木 の害の内雑木過密の爲被壓 せ らる ゝ事は放置区た る第二区以外には手入 を

行ふ故起 らない けれ ども第 二区 も頗 る過密 な らざる故雑木の害は 比較的少 なv。 然

し當初更新の際残存すべ き小径木が 挫 折せ られて枯死せ るもの多 く且つ所 々に地肌

をも露出せし故雑 草繁茂 し萱の侵入 も少 くない。 從つて 七 月頃 の極暑時期 には雑草

にて厚 く被 は る 稚ゝ樹 は 蒸 されて枯死す るものがあ る。 又裸 地状態の地 にては暑氣



の爲地際 に害 を受 くるものあ るも第二区以外は毎年手入す る故 入月上旬以降には薙

草木の害は起 らない。尚稚 樹の枯 死は 満二年生 以上の ものには 比較 的少 な く、多 く

は瀟二年生以下の ものであ る。(本 節第一、6墾 照)

換言すれば 二 月調査 に枯死 として現 は るゝもの は寒害及暑氣 に原因す る被害其他

に して入月調査 に枯死 として現 は るゝものは過半酷暑期(七 月)に 於け る旱害並 に暑

害即 ち稚樹 の地 際に害 を受 くる もの、 雑 草殊に萱に掩はれ て蒸 さる ゝ爲に枯 死せ る

ものを含 み 叉其他各種の被害 も数へ得 るが 是等被害中暑害並 に雑 草萱に掩はれて蒸

さるゝ被害が 比較的大であ ると考へ らる。本表を見れば 二月調査 のもの より八 月調

査 の ものに枯死本数 多 き故暑氣 に原因す る被害が主 なるものであ る様考へ らる。

4・結 實 年 度

稚樹 の発生 と結實年度 とは 重大の關係 あ るは何人 も否めない ことであ る。 而 して

イチヰガ シの結實は カラマツの如 く甚だし き豊凶 な く種子 の探集が全 く不可能 と云

ふが如 きことは 比較的少ない。叉從來 の維験 ようすれば 明瞭 な らざるも結實 は隔年

に豊凶が來 る様威ぜ られ るの であ る。但林業試駿場熊本支場元技手林泰治 氏は5-6

年毎に=豊作ある こごを説い て居 る(末 尾察照)今 第三表 よう稚樹 の発生 状態 ご其の種

子の結實年度 との關係 を調査 するに 前述せ る如 く昭和十年秋結實せ る種子は 十一年

入月迄に 約二割六分、其後十二年二月迄 に残り 約七割四分の発生 を見 るもの なる故

第三表 より結實 年度 に結び付 けた る稚樹の襲 生数量 を表示 すれば次の様にな る。

結實年度 とイチヰガシ稚樹 の発芽 關係 第七表の一

発芽は結實の直接 の結果ではないけれ ども最 も密接の關係があ る。発芽 後枯死せ

るものは枯死本数 に入 れ る故 種子落下時期 に大風雨あ らて 種 子が流失す る等の例外

的場 合を除 きては発芽状態 で結實 を判断す ることは無理 とは思へない 。



本表 よリ イチヰガ シ稚樹の襲生状態 を見 るに雨局部皆伐区共毎年結實 の豊凶關係

は共通的で ある。 叉著 しくはないけれ共隔年的に豊凶のある事 を示 して居 る。 此の

事實は一般植物の結實 より考ふ る も從來の経験 より推す も大騰首肯出來 る所である。

林泰治氏は イチヰガシの結實年度 に就いて述べて日は、く明治三十七年及四十三年

に多量 に結實 し更 らに大正四年 に結實豊富 な うし故5-6箇 年 を距て 結ゝ實年度は出

現 す るもの な りと。(参 考書2.)此 の根擦 に よれば 本調査は両 結實年度に跨が らざる

ものにて其の間に於ける小なる豊凶關係 を示す もの とも云ひ得 る鐸であ る。 記 乙て

他 日の参考 とす る。

術参考の爲高岡営林 署並 に 同署附近の営林 署 に於て 調査せ る毎年の結實豊凶報告

を取b纒 むればi爽の通 りに して 豊凶の標準が調査 する人により て 異 る關係 もあbて

何等明確な關係 を示 して居 らない。

高岡外七営林 署に於け るイチヰガシ結實豊凶調 第七表の二

5,手 入 と稚樹 の発生 枯死 との關係

手入回数の異 る区城は両 局部皆伐区共第一区、第二麗、第三匠 に より判然 と区別

せ らる。而 して 第 一区 と第三匠 とは手入 回数 に大な る差異 なきも 第二区は放置区 に

して手入 を施行せざ る所 であ る。 今第三表 を見 るに第 二区 に於け る稚樹の駿生枯死

歎は大髄に於て 第一匿 ど第 三区 との中間 にあ りて 一見奇異の威 を深 くす るけれ ども

實地の状態 を見れば其の原因を捉へ得 るのであ る。



母樹 を有す る局部皆伐区に於ては母樹 は第一区、第二区、第三区共 に存在 す る故種

子 落下 の關係 は大 なる相蓮 なきが如 きも第二匿の母樹 は胸 高直径66cmに て第一区

第三区のもの に比 し 非常 に大 な る故第二区が 其 の点有利であ る。又第三区 は局部皆

伐区第 一区 との中聞樹帯中 に母樹一本残存す る故之れが落下種 子を得 て有利であ る。

局部皆伐区にあ りては 第 一蔑は前記の如 く有母樹局部 皆伐区 第三区 この中間樹帯内

に母樹一本存す る故 其の影響 を受け稚樹 の発生 多 く、第二区 も亦幾分該母樹 の影響

を受 けて種子落下 に有利 であ る。 以上 は残存せ る母樹 の主 な る作用であ る。 次に第

二区 は両 局部皆伐区共放置区 こして 手入 を施行せざ る区域 なるも毎年 二月及八月に

は草 を分 け雑木を排 して詳細 に稚樹の発生 枯死状態 を調査 するのみ な らず 、共の1/4

の区域(帯 状特別標準地)に 於 ては稚樹 の高 さを測定す る爲踏み込む故全 く手 を付け

ざる放置区の状態 をなさず可な う光線、の射入を許 し居 る所 あ 外 且幅16m長 さ60m

の地域 にて峯 よう谷 に達 し 左右両側 より側光 を受 くる故 廣大 な る面積の放置区 とは

其 の趣 を異にす。 然れ ども素 より射入す る光線の量は 第一区、第三区 よう遙 に僅少

であ る。即 ち第二区は斯か る光線状態 にして且母樹 を有す る局部皆伐区 に於 ては良好

なる母樹 を有 し、 局部皆伐区 に於 ては 中間樹帯中の母樹 の影響 を幾分受 け居 る故多

少悪まれだ る條件の下 にあ るとは云へ、第一区 第三区 の中間位 に 稚樹の発生 を見 る

点 より推断すれば、 イチヰガ シ の稚樹 は皆伐後歎年 間は 饒 り密 な らざ る小柴状の小

径木中にあ うて も発生 し又枯死す るこ とも餓 り甚 しか らざることを認め得 るのであ

る。然れ ども稚樹の登育生長は別項 て本節、第二、2墾 照)の 如 く不良にして稚樹 の

発生條件 と生長條件 とは混同す る繹には行か ない ことを示 して居 る。

次 に 昭和十 三年迄 は豫定 の如 く手入 し來 うしが両 区共雑木の生長せ るもの多か ム

し故試に局部皆伐区の 第二区 を其儘 とし其他 は雑木の過牛 を伐採した 。其の結果 と

して同年入月調査 に於ては 雨区共多数の枯死 を見た。之れは 除伐木の伐倒、林外へ

の曳出 むの際 機械的 に稚樹 を損傷顛倒 せ しめた事 に依 る点甚多 きも一部には比較的

張 く光線 を受けた る爲弱 き一年生稚樹が枯死 した もの も含まれ るに依 るのであ る。

叉稚樹 の枯 死状況 を見 るに 一般 に母樹 を有 する局部皆伐区は 局部皆伐区 よ壷比較

的少 く又第二区の枯死数必ず しも多か らざ る標認め らる。 但第二区 に於ては稚樹が



甚だ繊 弱な ることは別項の通 うである。

以上稚樹の発生 枯死の状態 より考ふれば 現在 に於 ける局部皆伐地の 地表植物状態

にては稽疎開 に過 ぐる様考へ らる。 即 ち最 初計書せ し如 く伐採の際小径木を過牛残

存 し得た な らば 雑草の害 も防 ぎ稚樹 の発生 も一層良好な る結果 を得 しもの と考へち

る。 官行研伐 事業 に於て今少 し伐倒に當 りて 注意 し豫定せ る林木の残存 に努むべ き

で あ る。

6.稚 樹の発生より 枯死迄の期間

イチヰガ シの天然更新 を行ふ場合 稚樹 は多数発生 す るも其 の稚樹は必す しも生長

して成林す るものでな く中途枯死す るものが少 くない。 依 て夫等の關係 を藪字的 に

閲明せん こしたのであ る。 之れが 調査 は局部皆伐匿、母樹 を有 す る局部皆伐区 を手

入 の種類 に より区分 せ る第 一区、第二区、第三区 に付夫 々設 けた る帯状特別標準囲

(前章第一節参照)に 於 て行つたのである。本調査は 稚樹 の生長調査 をも併せて行ひ

π るもの で稚樹 には 毎木 に番號 を附 し壷帳を作 り毎年二月下旬 と八月上旬 に樹高の

測定 をな し随時発生 す る稚樹 には新 に番號 を附 し経過 を明か にしたのであ る。

調査結果 は 附属表一號 の通 うであ る。本表は各 調査時期毎に発生 せ る稚樹数及び

之れが内課 こして 枯死せ るもの と現在迄生育せ るもの とを区分 し、 且毎年二 月及入

月 に測定 せ る是等 の平均樹 高を掲げた るもので、生育及枯死別欄にて「生育の もの」と

は 今尚生育せ るものを意味 し、成立欄中(1)即 ち 昭和九年二月調査せ るものには今

術生育せ るもの 並 に途中枯死せ るもの共、前生稚樹 と伐採後発生 せ る稚樹 とを含 む

故之れ を区 別 しだ。術本表 を例示すれば 局部皆伐区 第 一区にて十年二月発生 し今筒

生育せ る稚樹 は5本 、中途枯死せ るもの5本 、計Ic本 に して前者5本 の稚樹は當時

平均樹 高21cmに して十年入月には28cm、 十 一年二月には2gcmとなり 現在迄生育
魅

して平均樹高6gcmと なつて居 ることを示す、 但 此の内3本 は途 中にて 梢頭 を切 ら

れ て生育 し 其の現在の平均樹 高は40cmで あ る。 叉中途枯死せ るものは5本 で十年

二月には 平均樹高13cmな りしが 十年入 月調査の時 に2本 、十一年入月調査の時 に

2本 ・ 十四年二月調査 の時 に1本 枯れ居 るを登見 し且つ其 の調査時期 に於ける残存

木の平均樹 高が夫 を掲げてあ る。



次 に本表に よれば 枯死せ る稚樹 の総本数は206本 で 今之れを枯死せ る年齢 により

蒲一年未満乃至満五年未満迄の五階級 に区分 して 附属表 第一號 を取纒 むれば第入表

の通 うであ る。但始めて稚樹 を登見せ る調査時 期を以 て假 りに発生 時期 と記 した。

イチヰガ シ稚樹 の発生 よう枯死迄の期間調表 第 八 表

()は 萌芽

△ は前生稚樹

ゴチツ〃は兎害

或は手入の際誤

りて梢頭な切り

六る如き被害木

とす



即 ち枯死総本数の内螢芽後満 一年未満にて枯 死せ るもの約45%、 満二年未満 にて

枯 死せ るもの約30%、 満三年未満にて枯 死せ るもの 約12%、 満四年未満にて枯死

せ るもの約7%、 浦五年未満にて枯 死せ るもの6%で 、枯死す る稚樹の大部分(75%)

は発芽 して 満二年 に達せざ る繊弱 なる稚樹であ多。換言すれば 天然に於 ては稚樹 は

発生しては枯 れ、発生 しては枯れて繰 り返 さるゝものが多いのであ る。 満 三年生以

上の稚樹 にて枯 死す るもの も統計的には少数見受け らる ＼も内容 は 第入表 の通 り過

牛は兎害或は調査及手入の際誤 りて 被害を受けた る稚樹 であ る。 且昭和十三年施行

せ る除伐木あ伐倒運搬 に より機械的 に害せ られだ るもの もあ る故 一般 に観察すれば

満三年生以上の稚樹 は 本試験地の如 き状態に於ては枯死す るものは 甚だ少v・と認め

ることが出來 る。

7.稚 樹発生 年度 と更新 との關係

母樹 を有す る イチヰガシ天然更新 に於 て本試験地の如 く大膿局部皆伐 に依 る場合

は更新後数年間は 逐年稚樹 の発生 枯 死現 はれ 漸次稚樹の本数 は増加す るも(本 節第

一、2参照)現 存す る稚樹 の年齢 即 ち発生 時期 と現存稚樹 この關係は更新妖 態を考察す

るに必要 なる一因子た る故更に調査 を進 めだのであ る。即 ち雨局部皆伐区の第一区・

第二区、第 三区 に対し 夫 々設定 むある帯歌特別標準区 の詳細 な る調査結果(附 属表

第一 號)よ う稚樹の発生 時期 と枯死 との關係 を取纒めた るに 第九表の結果 を得 た。

本表 を例示すれば局部皆伐区第一区 に於 て昭和十年二月発生 せ る稚樹総数はIo本 に

して内5本 は現在(昭 和十四年二月調査)迄 に枯 死 し、残り5本 は現在生育 し・叉昭

和十一年二月発生 せ る稚樹総敷 は18本 にして内9本 は現在迄 に枯死せ る事 を示 して

居 る。

第九表 を見 るに絡計に於 て 昭和九年二月調査 に於 て登見せ る稚樹総数は261本 に

して 内現在(昭 和十四年二月調査)迄 に枯死せ るもの56本 にして21・5%に 當 り・残

b205本 は生存 して居 る。 此の稚樹261本 は 約ニ ケ年 間に発生 せる稚樹である。叉

此の205本 は其後発生 せ る稚樹 を併せた る現在稚樹総数692本 に対し ては31・4%に

當 う生存率 も多い。 而 して 其後発生 せ る もの ゝ内年度古 きものは枯死率多 きのみな

らず 今後 の枯死 も多少は免かれざ るべ く・年度新 らし きものは 稚樹 未だ繊弱 に して
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時 期 と 枯 死 と の 關 係 第 九 衷

現在本数 とは

昭和14年2月

調査現在の本

歎 とす

中途枯死の も

のの肩にある

%は 曇生縄数

に対する 枯死

本薮%と す

帯状特別標準

区は各区共長

さ60m幅4m

とす



今後枯死す るもの可な り多数 あるべ く且雑木 との競争 に於 て 漸次立 ち後れの もの を

生 じて成林 し得 るものは一層減すべ きは想像 に難 くない。

是等の点を綜合 するに本試験地の如 き場合 に於ては伐採後 満ニケ年間位 に発生 せ

る稚樹は数量 も多 く生存牽も比較的多 く被壓せ らる＼こご少な くして 將來成林す る

主林木の可な う重要因子 を成 す と考へ らる。

第 ニ ィチヰガシ稚樹 の生長 に關する研究

1・稚樹 の発生 時期 と生長 との關係

擇伐作業の如 く毎年伐採 を行 ひ 同時 に稚樹 の発生 を見 る如 き 更新法 に於 ては稚樹

の発生 時期 と生長 との間には 顯著 なる關係な きも本試験地 の如 く局部皆伐的更新 を

行ふ場合には 更新 と同時 に侵入せ る稚樹 と其後 に発生 せ る稚樹 との間には地表状態

に差異あ る爲 稚樹の環境必ず し竜同一でない。 それで更新直後発生 せ るもの、其後

発生せ るもの等発生 の時期を異 にす るものに付更 に生長状態 を調査 しカ。

本調査 も前項同様帯状特別標準区 にて 調査せ る材料 に依 つた もので 附属表第一號

の結果 を援用 した。即 ち各調査時期(発生 時期)に 於て発生 せ る稚樹 の内其後枯死せ

るもの を除 き現 在迄生存せ るものに付 其 の平均樹 高並 に平均生長量 を調査 し 比較 し

たもの で 第十表 の結果 を得た。 但 現在迄生存せ る稚樹 にて も兎害、 手入等 の爲梢

頭を切 られた るものは除外 した。 例へば母樹 を有 する局部皆伐区第一区 に於 て 昭和

十 一年二 月発生 せ る稚樹25本 の内現在迄生 存せ るものは12本 にして其 の當時(十 一

年二月)の 平均樹高は14cmで あつた。 以上12本 の内2本 は兎害或は手入の際誤b

て 梢頭 を切 られた るもの なる故 之れ を除 き10本 に付 現在の平均樹高 を 求めRる に

49crnで あ る。 昭和十一年二月より 現在(十 四年二月)迄 三ケ年間 の生長量は35cm

であ る。 故に 平均 一ケ年 の生長量は11.7cmと なる。 尚備考欄の枯死本数 を現在本

藪 に加へた ものは総発生 量 である。

第十表 を見 るに現在 に於 ける稚樹の高 さは 昭和九年二月調査の もの最 も高 くして

其後発生 のもの と格段の差があ る。 経過年数 にて除 乙た る平均一ケ年 聞の生長量 に

於て 竜顯著に現 はれて居 る、 且其の本数 も多 くむて 現存す る稚樹 の内生長旺盛な る

ものは 九年二月調査の際登見 されたものが多いのである。 換言すれば本試験地 の如
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く局部皆伐法 に よる天 然更新 に於ては伐探後浦二ケ年位の間に発芽 し 現存 す る稚樹

が最 竜旺盛 なる生長をなすもので 此の稚樹 は数 も亦多 く將來成林すべ き稚樹 の主要

部 分をなす ものであ る。

2.手 入が稚樹の生長に及ぼす影響

手入が稚樹の生長 に及ぼす 影響 を調査せんが爲局部皆伐区及母樹 を有 する局部皆

伐匠共第一区、第二区、第三区 に分 ち第一編第一章 第一節第一に示す如 く夫 々異 う

た る手入 を行ひ 稚樹の生長 を測定 した。即 ち昭和入年 三月製炭 を終 了し 第一区 は昭

和十年 より同十三年迄毎年一回計四回、'第二区 は放 置区 にして手入 を行はず、第三区

は昭和九年 より同十二年 迄毎年一回同十三年 二回計六回行 ひ、手入 に際 しては雑木雑

草は イチヰガシ の稚樹の樹 高 より稽低 き位 に刈彿 ひ且潔癖 に手入 をなさず必要程度

に止めた。但昭和十三年 には 試に局部皆伐区第二区 を除 き其他 には 雑木 を強 く伐採

除去 した。而 して本調査は 十 四年 二月現在である。次に各区に於 ける 手入程度の差

異 と實況 に付一言せん こす。

林地 は伐採前ha當り 材積254m3、 直径10cm以 上 のもの798本 あ りて 林下 の小

径 木は比較的少 く、叉製炭 を終 了せ しは昭和入年三月な うし故 其の年 は其儘放置し

翌 九年には草類侵入せ し爲 第三区 は直 ちに手入せ しが 第一区は手入せず、 同十年 よ

り雨区共毎年一回手入 を施行 せ る故 第一一区 と 第三区 との手入の差異は主 として伐採

の翌年一回手入 をなすや否やの点であ る。両 十三年度第三区 は 二 回第一区は一回手

入せ し も十 四年 二月現在 に於 ては籐 う其の影響は受 けて居 ら澱 と思はれ る。次に放

置区た る第二区は 手入 を施行せ ざる爲雑木立 ち込め るも 毎年二回稚樹の発生 枯死の

調査及生長量の測定 を行ふ爲 隈な く林内に踏み込み 雑草雑木 を倒 すことあ り、叉細

長 き長方形の林地 にて両側 より光線の射入あ る故廣大 なる面積 の放 置区 と其 の趣 を

異 にして居 る点がある。

以上手入 の影響が稚樹 の生長 に及ぼす影響 は第十表 に於 て第一一区、第二区、第三区

を通覧比較 すれば明か なる所であ る。 今其の内最 も永 く影響 を受 けだ る昭和九年二

月登見の稚樹の内現在迄生育せ るものに付比較すれば第十一表の通 りである。(本 表

は第十表 より抄録 した ものであ る。)



各手入区に於ける昭和九年二月登見稚樹の樹高生長比較表 第十一表

現在 とは昭和十四

年二月とす

△ は前生稚樹

()は 稚樹の萌芽

比較す るに當 う特殊關係 を有す る前生樹 を除 き発生 稚樹 のみ に付 きて見 るに五箇

年 間の樹高生長は局部皆伐区 にては第一区8gcm、 第二区33cm、 第三区72cmに て、

母樹 を有 する局部皆伐区にては第一区1∞cm、 第二区61cm、 第三区Io8cmで ある。

即 ち第一区 ご第三区 とは大 なる相違はなv.が 第二区 は甚だ生長悪 し く約1/2で あ る。

之れに依つて観 る時は イチヰガシ の天然更新 には伐採後数年間毎年一回の手入 を

必要 とし手入 を行 はざれば 生長は甚 だ遅いのであ る。 第一区 ご第 三区 この生長量に

大差な きは伐採の翌年手入を施せ し第三区 は其の當時 は稚樹 の爲』第一区 より恵 まれ

た る環境 を作 りしも伐採當時 の植生状 況前 記の如 くな りしと 其の翌年 より雨区共 同

一 に取扱 ひ來 りし爲今 日に於 ては 生長 に大 なる差違 を 認め得ざ るに至 うしもの と考

へ らる。之れ を要す るに本章窮 二節第一、5の 結果 と併せ考 ふ る時 イチヰガ シは更新

後数年間は雑木の間に交 りて発芽 し、稚 樹 も可な う耐陰性強 くして被圧 せ られなが ら



枯死す ること少なきも、本項 の結果 にて 明かな る如 く其の生長は 極 めて遅 く何時迄

も放置せぱ途 に雑草雑木 に厘せ られ て枯死す るに至 るべ きことを示 して居 る。

3.前 生稚樹 の生長 ご更新 との關係

イチヰガシの天然更新 を行 ふ場合 更新前(伐 探前)発生 せ し稚樹即 ち前生稚樹 と伐

採後発生 せ し稚樹 即 ち後生稚樹 と生長状態を異にす る様感ぜ られ し故 此の調査 をな

しだのである。

鼓に前生稚樹 と稻す るものは決 して一般 に前生樹 と稽せ らる ゝ比較的大 な るもの

をも含 むもの にあ らず して 第十表に示 す如 く伐採後二箇年を痙過せ る昭和九年二月

に於け る前生稚樹 の樹高は局部皆伐区総平均 に於 て26cm、 母樹 を有す る局部皆伐

区総平均 に於て15cmに して・同時期 に於 ける後生稚樹 の樹高は 局部皆伐区総平 均

に於て12cm、 母樹 を有する局部皆伐区総平均 に於 て13cmで あつて前生稚樹 は決 し

て大な るものではない。

今第十表 に就 き前生稚樹 の生育 を見 るに本数 は昭和九年 二月局部皆伐区 に於て14

本、母樹 を有す る 局部皆伐区に於て42本 存在せしに、 現在(昭 和十四年二 月)迄 に

枯死せ るもの前者 に於ては皆無 後者 に於ては5本 あ るに過 ぎなV'。 但梢頭 を害せ

られ て生存す るもの前区 に於 て2本 、後区 に於て6本 ある。

斯 く前生稚樹は生存率大な るのみな らず 生長極 めて旺盛 にして 第十表、第 十一表

に示 す如 く昭和九年二月 より現在迄五ケ年 間の樹 高生長量 は局部皆伐区総平均に於

て103cm、 母樹 を有す る局部皆伐区総 平均 に於 て104cmに して、同期間 に於 ける後

生稚樹 の樹 高生長は前区 に於 て74cm、 後区 に於 て86cmな る故之れ と比較 すれば前

生稚樹の樹高生長が大なることを明かに知 ることが出來 る。 術注意す《εきは 更新の

際傷害 を受けた る 前生稚樹 より萌芽せ るものは 第十表、第 十一表 に示 さるゝ如 く其

後の生長は前生稚樹 よりも旺盛にして生存率亦甚大 なる如 きも本数少 なき故 数字的

に謹 明す ること困難 で妓 には只其 の傾向を認む るに止めるこご ゝす。

斯 く前生稚樹の生 長旺盛な るは 更新 前迄被壓 せ られて生 長殆ん ど 中止の胱 態にあ

ウし ものが急 に陽光 を受けて 生長 を開始せ る爲 にして 極端に被圧 せ られた るものは

更新 と共 に枯 死せ るものなきに非 ざるも前生稚樹が更新後旺盛なる生長 をな し且生



存傘 も大 なることは 本 試験地の如 き天然更新 を行ふ場合 見逃 すこごを得ざ る事項 で

あ るご思 メ・。

第 二章 試 験地 の植 生 に 關 す る調 査

第 一 節 試験 地の局所的立地 環境

本試駿地は局部皆伐区ご母樹を有する局部皆伐匠よら成う雨区共立地的に同一状

態なる様設定せるものなること勿論なるも地形並に母樹及附近の樹木による庇陰等

の關係上局所的立地環境に影響を及ぼす故植生を詳細に観察するには考慮を要する

点がある。今試験地の地形及種々なる庇陰關係を示せぱ第一圓の通 うである。

第 二 節 植 生 の 調 査

1.常 現 度 と密度

伐探前(昭 和七年十月)並 に伐採 後(昭 和入年 入月)に 於け る植生の鍵化 に就い て

は第一編第一章第 一節第二4に 記載の通 り(前 調査書38頁 第十七表 甲及乙)な るが

其の後 の植生推移 に付考察す る必要上全面積 に亘 り同年入月喬木及灌木の稚樹 を各

Quadrat毎 に各種類の出現度を調査 した。其の結果 は 前調査書第十九表及 第二 十表

に示 され て居 る。 依 て満四ケ年 を経た る昭和十二年 七月前回同様喬木灌木の稚樹 を

各Quadrat毎 に其 の出現本数 を調査 した。其の結果は附属表第二號の通bで あ る。

而 して満四ケ年間に於け る試験地手入の闘係は雨局部皆伐琶 共第一匠 は昭和十年、

十 一年、各一 回計二回手入 乙、 第二区 は 全 く手入せず・第 三区は昭和九年・十年・

十 一年 各一回 計三回手入 し、 同十二年 七月の 本調査は 手入前 に施行 したもの であ

る。從つて植生 關係は第一区、第三区は相似た るも第二区 ごは 當然差異 を生 じて居

る。但第二区 と錐 毎年二回稚樹 の発生枯死の調査 を行 ひ 且生 長量の測定をなす爲林

内に踏み込む故廣大な無手入匿 とは甚だ異つて居 る。(第 一編第一章第二節第二2参

照)次 いで本調査後第一匿、 第 三区には 手入 一回宛施行 し 同年十一月更 らに草本 を

目的 とし併せ て 前記 七月調査に除外した る灌木蔓茎大本植物 を補 充して各9uadrat



に付調査 した。只 スス キ に就いては覆蓋度 を記帳 した。此の調査は草本 を主 とせ る

ものに付附属表 を省略した 。

以上 より常現度及密度 を各匿 毎に算出 し高度の もの よウ順次 に列墨すれば 第十二

表・及第十三表の通 りである。

尚常現度表 に於 ては常現 度20%以 下の ものは省略 し、密度表に於 ては本数調査 を

行 ひたる もののみ に就 き作製 し密度o・2以 下 の ものは省略 した。 而 して 常現度表 に

於 て出現数 ごは各匝(第 一区 、或は第二区 、或は第三匿)に 出現せ る Ωuadrat歎 にし

て各区共 Quadrat数6・ 観 なる故常現度は 出現数 × 審(%)こ して示 され・密

度表 に於て本数 とは 各匠の出現本 数総 合計 を指 し各区共9uadrat歎60個 宛 なる故

密 度は 本数 × にて示されて居 る

尚本試験地は 植生調査のみを 目的 とせ ざ る爲Quadratは4m×4mに て過大 な

る故其点 を考慮に入れ る要が ある。即 ち常現度及密度共高 きもの多 きは9uadratの

面積 が植 生の密度 に比 し廣 き爲であ る。

常 現 度 表(昭 和十二年七月手入前調査)

其の一 局 部 皆 伐 区 第十二表の一

ス ・ キ

ソ ル カ ウ ソ

ア カ メ ガ シ ハ

イ チ ヰ ガ シ

ア テ ガ シ

フ ユ イ チ ゴ

キ ンマ ウヰ ノ デ

キ イ チ ゴ

コ バ ン ノ キ

エ ゴ ノ キ

ヤ プ ム ラ サ キ

ム ラ サ キ シ キ ブ

ホ ソバ カ ナ フ ラ ビ

「ヒメ バ ライ チ ゴ

ク マ イ チ ゴ

テ イ カ カ ヅ ラ

ス ・ キ

ア カ メ ガ シ バ

フ ユ イ チ ゴ
書

カ ラ スザ ン鬼 ウ

イ チ ヰ ガ シ

ホ ソバ カ ナ ヲ ラ ビ

ヤ プ ム ラ サ キ

ク マ イ チ ゴ

イ ・ ギ リ …

キ イ チ.ゴ1

キ ン マ ウヰ ノ デ

ア チ ガ シ1

テ イ カ カ ヅ ラ

コ バ`ン ノ キ

ム ラサ キ シ キ プ
1

ミ ヅ キII

ス ・ キ

フ ユ イ チ ゴ

ア カ メ ガ シ ハ

ム ラサ キ シ キ ブ

ホ ソバ カ ナ ワ ラ ビ

1ヤ ナ ム ラ サ キ

イ チ ヰ ガ シ

イ ス ノ キ

1テ イ カ カ ヅ ラ

コ バ ン ノ キ

ア チ ガ シ

ツ ル カ ウ ヅ

IUメ バ ラ イ チ ゴ

キ イ チ ゴ



サ ル ナ シ

ミ ヅ キ

ハ マ ク サ ギ

イ ・ ギ Ψ

ヤ マ ビ ハ

ヒ サ カ キ

コ チ ヂ ミ ザ サ

ク マ ノ ミ ヅ キ

ヤ マ グ ハ

サ ツ マ イ ナ モ リ

イ ノ・ヒ メ ワ ラビ

イ ヌ ビ ハ

オ ト コ ・ヘ シ

ゴ ジrb

ヌ マ ダ イ コ ン

シ ナ ノ ガ キ

ヤ マ ザ ク ラ

イ ス ノ キ

ナ ツ フ ジ

サ ハ ヒ ヨ ド リ

イ タ ビ カ ヅ ラ

ク サ ギ

キ プ シ

ム ク ノ キ

サ ネ カ ヅ ラ

ナ ツ ヅ タ

イ ヌ ガ シ

ヤ プ ツ バ キ

イ ヅセ ン リ・ヤウ

ハ ナ ガ ガ シ

ナ シ カ ヅ ラ

オ ホザ ン

セ ウ サ ウ

サ ・ ガ げヤ

ツ 〃 カ ウ.ゾ

コ ジ ヒ

ヤ マ ビ ハ

と サ カ キ

ハ マ ク サ ギ

ナ ツ フ ジ

タ ラ ノ キ

イ ス ノ キ

ヤ マ ザ ク ラ

エ ゴ ノ キ

・ヤ ブ ツ バ キ

イ ヌ ガ シ

シ ロ ダ モ

イ ヌ ピ ハ

シ ナ ノ ガ キ

コ チ ヂ ミ ザ サ

ヒ メ ユ ヅ リ ハ

キ プ γ

ム ク ノ キ

ハ ナ ガ ガ シ

ク マ ノ ミ ヅ キ

サ ル ナ シ

タ ブ

ヒメ バ ライ チ ゴ

ィハ ヒ メ ワ ラ ビ

カ ゴ ノ キ

ヌ ル デ

ヤ マ グ ハ

オ ト コ ヘ シ

セ ン リ ヤ ウ

ク サ ギ

サ ネ カ ヅ ラ

コ チ ヂ ミザ サ

と サ カ キ

ナ ツ フ ジ

エ ゴ ノ キ

ミ ヅ キ

イ ヌ ガ シ

キ ン マ ウヰ ノデ

イ ・ ギ リ

ハ マ ク サ ギ

・ヤ マ ザ ク ラ

ヤ プ ツ バ キ

イ ヌ ビ ハ

ア ラ カ シ

ナ ツ ヅ タ

サ ネ カ ヅ ラ

ヒ メ ユ ヅ リ ハ

サ ル ナ シ

ウ ラ ジ ロ ガ シ

シ ナ ノ ガ キ

ク ロ ガ ネ 毛 チ

ク マ イ チ ゴ

イ タ ビ カ ヅ ラ

シ ロ ダ モ

タ ブ

ム ク ノ キ

ク マ ノ ミ ヅ キ

.ハ ナ メ ウ ガ

イ ハ ヒメ ワ ラ ピ

ヤ マ グ ワ

イ ヅセ ン リ・ヤ ウ

コパ ジユ ズ ネ ノ ≒

ミ ヤ マ シ キ ミ

ナ シ カ ヅ ラ

サ ハ ヒ ヨ ド リ

其の二 母 樹 を 有 す ろ 局 部 皆 伐 区 第十二表の二

ス ・ キ

ソ ノレ カ ウ ノ

エ ゴ ノ キ

ア チ ガ シ

イ チ ヰ ガ シ

フ ユ イ チ ゴ

ア テ ガ …ン

ツ 〃 カ ウ ソ

ア カ メ ガ シ ハ

イ チ ヰ ガ シ

ク マ イ チ ゴ

ス ・ キ

ツ ル カ ウ ソ

ス ・ キ

イ チ ヰ ガ シ

エ ゴ ノ キ

キ イ チ ゴ

フ ユ イ チ ゴ
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ア カ メ カ シ バ

ヒ メバ ラ イ チ ゴ

キ イ'チ ゴ

ク マ イ チ ゴ

ホ ソバ カ ナ フ ラ ビ

キ ン マ ウ ヰ ノ デ

ミ ヅ キ

ク マ ノ ミ ヅ キ

コ チ ヂ ミ ザ サ

〃 サ ギ

ハ マ ク サ ギ

ヤ プ ム ラ サ キ

ム ラサ キ シ キ プ

テ イ カ カ ヅ ラ

サ ハ 「ヒ ヨ ド リ

キ フ ジ

サ ル ナ,シ

ナ 恥 コ ヘ シ

コ バ ン ノ キ

ヤ ク シ サ ウ

イ ス ノ キ

サ ツ マイ ナ モ リ

イ ヅセ ン Ψヤ ウ

七 サ カ キ

コ ジ ヒ

ヤ マ ザ ク ラ

イ ヌ ビ ハ

サ ネ カ ヅ ラ

ナ キ リ ス ゲ

ヤ マ グ ハ

ヤ マ ビ ハ

ナ ツ ヅ タ

イ ヌ ガ シ

ヤ ブ イ バ ラ

イ タ ビ カ ヅ ラ

サ ・ ガ ヤ

イ ハ 七 メ フ ラ ビ

キ ンマ ウヰ ノデ

フ ユ イ チ ゴ

ホ ソバ カ ナ ワ ラ「ピ

キ イ チ ゴ

エ ゴ ノ キ

ム ラサ キシ キ プ

ヤ プ ム ラ サ キ

イ ・ ギ リ

ミ ヅ キ

カ ラス ザ ン セ ウ

テ イ カ カ ヅ ラ

ク マ ノ ミ ヅ キ
ハ マ ク サ ギ

コ バ ン ノ キ

ク サ ギ

イ ス ノ キ

サ ツ マ イ ナ 弔 リ

キ フ ジ

ヤ マ ザ ク ラ

タ ラ ノ キ

ヤ マ ビ ハ

サ ル ナ シ

コ チ ヂ ミ ザ サ

ナ ホザ ン セ ウサ ウ

イ ヌ ビ ハ

コ ジ ピ

サ ネ カ ヅ ラ

ヒ メ バ ラ イチ ゴ

ピ サ カ キ

ア ラ カ シ

シ ロ ダ モ

ヤ マ グ ハ

シ ナ イ ガ キ

ヤ ク シ サ ウ

ヤ プ ツ バ キ

ナ ツ フ ジ

イ ヅ セ ン リヤ ウ

ナ ホザ ン池 ウサ ウ

ヤ ブ イ パ ラ

チ シ ャ ノ キ

ア テ カ ゴ ノ キ

エ ビ ガ ラ イチ ゴ

サ ハ ヒ ヨ ド リ

ナ ト コ ヘ シ

マ ツ カ セ サ ウ

ィ ノ・ヒ メ ワ ラ ビ

イ タ ビ カ ヅ ラ

ミ ヤ マ シ キ ミ

ア テ ガ シ

ア カ メ ガ シ ハ

キ ン マ ウ ヰ ノ デ1
1

ム ラ サ キ シ キプ

コ バyノ キ

ヤ ブ ム ラ サ キ

ホソ バカ ナ ワ ラ ビ

ヤ マ ザ ク ラ

ヒメ バ ラ イ チ ゴ

ミ ヅ キ

ク マ イ チ ゴ

コ ジ ヒ

ハ マ ク サ ギ
●

ヤ マ グ ハ

テ イ カ カ ヅ ラ

イ ヌ ビ ハ

イ ス ノ キ

ビ サ カ キ

ヤ ク シ サ ウ

イ ・ ギ リ

ク マ ノ ミ ヅ キ

ヤ マ ビ ノ・

サ ル ナ シ

サ ツ マ イ ナ モ リ

イ ヅ セ ン リ・ヤ ウ
イ タ ビ カ ヅ ラ

キ フ ジ'
ハ ナ メ ウ ガ

シ ナ ノ ガ キ

サ ネ カ ヅ ラ

ア ラ カ シ

オホバ チ ドメ グサ1

コ チ ヂ ミザ サ1

イ ハ 「ヒメ フ ラ ビi

ナ シ カ ヅ ラ

カ ラ スザ ンセ ウ
1

イ ヌ ガ シ

タ ラ ノ キ

シ ロ ダ 毛

チ シ ヤ ノ キ

孝ホザ ン セ ウ サ ウ

ヒ メ ユ ヅ リ ハ

ア チ カ ゴ ノ キ

コバ ノ ジユ ズ

ネ ノ キ

ヤ ブ ツ バ キ

エ ピ ガ ライ チ ゴ

サ ハ ヒ ヨ ド リ

ヌ マ タ。イ コ ン

ナ ト コ ヘ シ

ミ ヤ マ シ キ ミ



密 度 表(昭 和十二年七月手入前調査)

其の一 局 部 皆 伐 匹 第十三表の一

イ チ ヰ ガ シ

ツ ル カ ウ ソ

キ イ チ ゴ

ア カ メ ガ シ ハ

ア テ ガ シ

エ ゴ ノ キ

ク マ イ チ ゴ

コ バ ン ノ キ

ヤ プ ム ラ サ キ

ム ラサ キ シキ ブ

ハ マ ク サ ギ

ヤ マ ビ ハ

ミ ヅ キ

ク マ ノ ミ ヅ キ

イ ヅ セ ン リヤ ウ

コ ジ 「ヒ

と サ カ キ

イ ス ノ キ

イ ・ ギ リ

イ ヌ ビ ハ

ヤ マ グ ハ

キ フ ミン

ヤ マ ザ ク ラ

〃 サ ギ

シ ナ ノ ガ キ

ハ ナ ガ ガ シ

ヤ プ ツ 擁 キ

リ ン オぐ ク

ム ク ノ キ

サ カ キ

ア ラ カ シ

ウ ラ ジ ロ ガ シ

ヒ メ ユ ヅ リ ハ

コバ ノ ジ.ユズ

ネ ノ キ
シ ラ キ

シ ロ ダ モ

ニ ハ ト コ

カ ラ スザ ンセ ウ

ア カ メ ガ ミ!ハ

キ イ チ ゴ

ク マ イ チ ゴ

カ ラ ス ザ ンセ ウ

ア テ ガ シ

コ ジ 七

イ チ ヰ ガ シ

ヤ マ ビ ノ・

イ ・ ギ サ

ヤ プ ム ラ サ キ

ツ ル・カ ウ ソ

ム ラサ キ シ キ プ

イ ス ノ キ

ビ サ カ キ

エ ゴ ノ キ

ハ マ ク サ ギ

タ ラ ノ キ

キ ブ シ

イ ヌ ビ ハ

ヒ メ ユ ヅ リ ハ

ヤ プ ツ バ キ

ヤ マ ザ ク ラ

イ ヌ ガ シ

サ カ キ

タ ブ ノ キ

ア ラ カ シ

ハ ナ ガ ガ シ

シ ナ ノ ガ キ

ム ク ノ キ

ク マ ノ ミ ヅ キ

カ ゴ ノ キ
コバ ノ ジ ユ ズ

ネ ノキ

ヤ マ グ ノ・

サ ・ρ ン ク ワ

ク サ ギ

イ ヅ セ ン Ψヤ ウ

ミ ヤ マ シ キ ミ

ヌ ノレ ア

ウ ラ ジ ロ ガ 》

ア テ カ ゴ ノ キ

ャ ブ ニ ク ケ イ

ヤ ブ ム ラ サ キ

ツ ル・カ ウ ノ

キ イ チ ゴ

ア カ メ ガ シ ハ

ム ラサ キ シ キ プ

イ ス ノ キ

コ ジ ヒ

ア チ ガ シ

イ チ ヰ ガ シ

コ バ ン ノ キ

ヤ マ ピ ハ

tサ カ キ

ア ラ ガ シ

ェ ゴ ノ キ

ミ ヅ キ

イ ヌ ガ シ

と メ ユ ヅ リ ハ

ハ マ グ サ ギ

イ ・ ギ リ

イ ヌ ビ ハ

ヤ マ ザ ク ラ

ヤ ブ ツ パ キ

イ ヅ セ ン リヤ ウ

ウ ラ ジ ロ ガ シ

シ ロ ダ 毛

カ ンザ プ ラ ウ ノ ミ

ク マ イ チ ゴ
コバ ノ ジユ メ

ネ ノ キ

サ カ キ

シ ナ ノ ガ キ

キ ブ シ

ミ ヤ マ シ キ ミ

ム ク ノ○ キ

ク ロ ガ ネ モ チ

ク マ ノ ミ ヅ キ

タ ブ ノ キ

ヤ マ グ ハ

シ ラ キ

ト キ ハ ガ キ

サ"ン ク ワ

ツ ク バ ネ ガ シ

ヤ ブ ニ ク ク イ

ノ・ ナ ガ ガ シ

カ ラ スザ ン セ ウ

ク サ ギ



其の二 母 樹 を 有 す る 局 部 皆 伐 区 第十三表の二

ツ ル カ ウ ゾ

エ ゴ ノ キ

イ チ ヰ ガ シ

ク マ イ チ ゴ

キ イ チ ゴ

ア カ メ ガ シ バ

ク マ ノ ミ ヅ キ

ア チ ガ シ

キ ブ シ

ク サ ギ

ヤ プ ム ラ サ キ

ム ラ サ キ γ キ ブ

ミ ヅ キ

ハ マ ク サ ギ

コ バ ン ノ キ

イ ヅ セ ン リヤ ウ

イ ス ノ キ

と サ カ キ

イ ヌ ビ ハ

ヤ マ ビ ハ

ヤ ブ ツ バ キ

イ ヌ ガ シ

ヤ マ ザ ク ラ

ヤ マ グ ハ

コ ミシ 「ヒ

サ カ キ

ア ラ カ シ

タ プ

タ ラ ノ キ

シ ナ ノ ガ 儀ヤ

ク マ イ チ ゴ

イ チ ヰ ガ シ

キ イ チ ゴ

ア カ メ ガ γ ハ

ツ ル カ ウ ゾ

ア チ ガ シ

・ヤ プ ム ラ サ キ

エ ゴ ノ ヰ

ム ラサ キ シキ ブ

ク マ ノ ミ ヅ キ

カ ラ スザ ンセ ウ

キ ブ ミ!

ミ ヅ キ

・ヤ マ ビ ハ
、

ハ マ ク サ ギ

イ ス ノ キ

イ ・ ギ リ

ク サ ギ

コ ミシ と

コ バ ン ノ キ

イ ヌ ビ ハ

ヤ マ ザ ク ラ

イ ヅ セ ン リヤ ウ

と サ カ キ

サ カ キ

ア ラ カ シ

タ ラ ノ キ

シ ロ ダ モ

ヤ マ グ ハ

シ ナ ノ ガ キ

ヤ プ ツ バ キ

ミ ヤ マ シ キ ミ

ヴ..ラ ジ ロ ガ シベ

ア ナ カ ゴ ノ キ

イ ヌ ガ シ

ム ク ノ キ

サ ン セ ウ

.ツク バ ネ ガ シ

チ シ ・ヤ ノ キ

キ イ チ ゴ

イ チ ヰ ガ シ

ツ ル カ ウ ヅ

ア テ ガ シ

ェ ゴ ノ キ

ア カ メ ガ シ ハ

イ ヅ セ ン リ ヤ ウ

ム ラ サ キ シ キ プ

ヤ プ ム ラ サ キ

ヤ マ ザ ク ラ

コ バ'ン ノ キ

ハ マ ク サ ギ

ク マ イ チ ゴ

コ ジ ヒ

ミ ヅ キ

ク マ ノ ミ ヅ キ

ヤ マ ビ ハ

キ プ シ

ヒ サ カ キ

ヤ:マ グ ハ

イ ヌ ビ ハ

イ ス ノ キ

ア ラ カ シ

シ ナ ノ ガ キ

サ カ キ

イ ・ ギ リ

ク サ ギ
コバ ノ ジユ ズ

ネ ノ キ
ミ ヤ マ シ キ ミ

イ ヌ ガ シ

シ ロ ダ モ

ヤ ブ ツ バ キ

カ ラ スザ ンセ ウ

タ ラ ノ キ

ビ メ ユ ヅ リ ハ

カ ン ザ プ ラ ウ

ニハ ト コ

ア チ カ ゴ ノ キ

サ ン セ ウ



2.常 現種 と優勢種

常現度は群落の密度 と9uadratの 大 さに よう、常現種の決定には群落の性質、個

禮の出現状況 、試駿区 の面積 、 一個 の9uadratの 大 さ等 を参酌 して常現 度70%以

上の もの を常現種 と定めた。而 して 本試験地には多数の種類混淆 し常現度低 きも群

落 に樹 し可なり の確實性 を以 て出現 す る種類 に富む故、69.9%以 下20%迄 を從厨'

種 とした。

次 に優勢種 の決定 には 覆蓋度 を考慮する必要あ るも測定せ ざ うし故 観察に依 るこ

と ＼した。常現度高 く且 占有面積 大にてもフユィチゴ・ キンマウヰノ六 ホソバカ

ナ ワラビの如 き下草類、 ツ〃 カウゾ、 キイチゴ・クマイチゴ・ ムラサキシキブ・ヤ

ブムラサ キ等 の如 き覆養度少 な きか上層 を占領 し得ざ るもの 、並にイ チヰガシ、エ ゴ

ノキの如 く常現度及密度 は高 きも未だ1m以 下の稚樹 大部分 を占む るものは群落の

支配者でなき故結局優勢種 としては アカメガ シヘ ァヲガシ、カ ラスザ ンセウ、イ イ

ギ リ、ススキを墨げ ることゝなる。而 して ススキは 第一区、第三区 に於ては特 に夏

期生育旺盛 にて覆蓋度高 きも・ 第二区 に於ては 常現度には大 なる差異な きも覆蓋度

は極め て低い。 アカメガシバ は全区 に亘り て 常現度 も高 く樹 高大 にして技 を張 り最

も優勢である。 アヲガシは萌芽 より成立せ る幼樹 多 く樹 高3mに 及ぶ ものも少 な く

ないが アカメガ シバ、カラスザ ンセ ウ、 イイギ リ等 に比すれば 樹形上覆蓋度が劣 る

様 である。カラスザ ンセウ、 イィギ リは 第二匿 には可な り常現度及密度高 き竜第一

匿、第 三区 に於 ては 手入の際伐採せ られて極めて少 い。 今各区 の優勢種 ・準優勢種

を示せば次の様であ る。

優 勢 種 及 準 優 勢 種 表 第十四表



即 ち第一匿、第三区は全 く同様で アカ メガシヘ スス キ、アヲガシの順序 であるが

第 二匿 に於ては準優勢種 にススキを映 くことが注意 を惹 く。

要す るに此の状態は 皆伐後三四年 を経た る跡地に近い状態 で 第二区 は手入せ ざ る

故 スス キ甚だ劣勢 な るも第 一区、第三区 には準優勢種 としてスス キが入つて來 る。

然 し從属種 として多数 の常緑澗葉樹 を交ふ る故 大面積の皆伐跡地 の如 き惨状 は呈 し

て居 らない。 元來本試験地は伐探 に當 り樹 高5m以 下 の林木を残存す るこご せゝ し

も 官行研伐 に より用材 を利用 し 其他 を手山製炭 の資材 に供 した る結果残存 し得た る

幼樹甚だ少 な く豫想 に反し幼樹少 な き伐探跡地 とな リた るに 蹄因す るのである。

第 三 節 前回調査 と今回調査 との比較

前回施行せ る「樹種別稚樹本数 調査」(前調査書第十九表、第二十表)は 用材の伐採

着手 より九 ケ月、薪炭材の伐採絡了後 五 ケ月を経過せ る 昭和八年入月にして今回の

調査は 同十二年七月 なる故 四 ケ年間の変遷 をな して居 る繹であ る。而 して第一区 ・

第三区は 前述の通 り手入を行 つて居 るが 第二匠 は放置区 である故植生上 よう見れば

債値が多い。今各'区に亘 り前回の調査 と今回の調 査結果ごを対照 すれば 第 十五表 の

通 うであ る。但本比較表に於 ては 前 回調査 に掲載せ られた るものに付比較 し今 回の

調査 に於 て新 に現 はれた る樹種 は 前回の調査 に於て除外せ し ものか 或は新たに侵入

せ しものか不明の ものある故省略 した。

今第十五表 を見 るに次の結果が現 はれて居 る。

a)主とし て減 少 せ る樹 種 は ア カ メ ガ シヘ カ ラ ス ザ ン セ ウ ・ イ ヅ セ ン リヤ ウ・

コバ ノ ジ ユ ズ ネ ノ キ、 タ ラ ノ キ、 ヒ メ ユ ヅ リノ㌧ タ イ ミ ンタ チ バ ナ 、 イ ヌ ガ シ、

イ ス ノ キ、 シ ナ ノ ガ キ、 イ ヌ ザ ン セ ウ 、 ク ロバ イ、 サ ザ ンク ワ、 カ ゴ ノ キ 、

b)主 こ し て増 加 せ る樹 種 は イ チ ヰ ガ シ、 ミヅ キ、 コバ ン ノ キ、 ム ラサ キ シ キ

ブ 、 エ ゴ ノ キ、 ヤ ブ ム ラ サ キ、 ア ヲ カ シ、 チ シ ヤ ノ キ 、 イ ヌ ビハ 、 ヤ マ ザ ク ラ、

ハ マ ク サ ギ 、 ヤ マグ ハ 、 ヒサ カ キ、 カ ク レ ミノ、 ク ザ キ、ツ ル グ ㍉ ク ロ ガ ネ 毛

チ 、 ネ ズ ミモ チ、 ネ ム ノ キ、 ミヤ マ シ キ ミ、 ヌ ノレデ 、 イ イ ギ リ、 ム ク ノ キ、



前 回 調 査 と今 回 調 査 に 依 る 樹 種 別、稚 樹 本 数対照 表 第 十 五 表 ノ ー一



第 十 五 表 ノ ニ

備 考1.前 回調査ハ昭和八年八月調査、今回調査ハ昭和十二年七月調査 トス

2・ 増減欄二於 テ+ハ 前回調査 二比シ今回調査昌於テ増加 セルモハ ー ハ之 レニ反 スrV毛 ノ

()ハ 増幽減ナキモノ「トス。



c)主 として第二区 にのみ増加せ る樹種は コジヒ、バ リバ リノ キ、 ヤブ昌クヶ

イ、タブノキ、 ツバ キ、

であつて 総括的に観察す るに減少 ぜ る樹種 には 二種 あ うて大部分は伐採前常緑澗葉

樹林の構成分子だ うし樹種 多 く前回の調査が伐採直後 な うし爲 未だ伐採前の樹種が

猶多 く生 存 し其後次第 に伐採 後の環境 に耐へ得す 乙て減 少せ るもので イヅセ ンリヤ

ウ・コバ ノジユズ ネノ キの如 き適例である。以上の外伐採 ご共に多数侵入せ しアカメ

カシノ㌧ カラスザ ンセ二ウが ある。 然 し是等 は手入に より伐採せ られ、 叉は自然 に減

少せ しもの もあつて其 の本数 は減 少せ るも各個禮 の生 長は極めて旺盛 で植生の主要

な る構成要素 をなし他 を歴 して居 る。 増加せ る樹種 は伐採直後 たる前 回の 調査 當時

には 未だ充分侵入す る暇な く其後 に至 りて 旺盛 に侵入 し來れ るものが大部分 と思 は

れ る。而 して イチヰガシ は伐探直後は少数存在せ しに過 ぎざ りしも車新後毎年母樹

より落下 す る種子 に より増 加し且人工にて保護 せ る爲である。叉 アヲガ シ は大部分

根株 よ りの萌芽 に して其の生長は仲 々旺盛であ る。

次 に第二区 は 放置区 なる爲現在の状 況は伐採 後侵入せ る 陽樹 と萌芽其他に より成

立せ る陰樹牛陰樹 とが混淆 し スス キ の如 きも獅制せ られて居 る有様 である。而 して

特 に第二区のみ に増加せ し樹種は前記の如 く コジヒ、バ リバ リノ キ、ヤブニクケィ、

(タ ブノ キ)、(ツバ キ)に して其の内コジヒは當地 方に於ては発生 及生育共旺盛な る樹

種に して第一匿、第三区 に も其後侵入せ しことは想 像せ らる ゝも手入の際除去せ ら

れた るもの もあ りて 第二区 のみ壇加せ し結果 とな り、其他の樹種 も 同様の關係あ る

を疑 はざるも一面 是等は陰性の樹種 な る故 此の環境が第一区、第 三区 に比 し幾分侵

入 し易 き爲 と考へ らる。

第三章 苗圃に於ける播種の深さと発芽

並に発芽期問に關する研究

本試験は前報告書の如 く福岡縣糟屋郡篠栗町九州帝國大學農學部附属演習林内に

二箇所の試験地を設け昭和九年並に十年播種 して以來其の経過を調査乙來つπので

ある。種子は高岡営林署管内宮崎縣東諸縣郡高岡町字去川國有林産にて探種後地中



に埋藏 した ものである。而 して 昭和九年播種 した 第 一號試験地 は裸地 な りしご土壌

良好 な らざ りし爲 磯芽後枯 死す るもの多 く逡 に 昭和十一年試験 を中止しカが中止す

る迄の経過 は前報告書49頁 第28表 に掲げた。 昭和 十年二月中旬播種せ し第 二號試

験地は現在迄試験 を継続 し次の如 き成果 を牧めて居 る。

第二號試験地 は南 向傾斜25度 の地 を開墾して設けた 山地苗圃でアカマツ ご澗葉樹

との混淆 林 内の幾分疎 開せ る所 を利用 した ものであ る。 四周林木 に よう保護せ らる

ゝも土壌 は粘 土に富み養分少 く苗木 の生長 は良好 でない 。附近 には イチヰガ シ全 く

存在せ ざる故附近 より 天然下種す ることはない。試験地 には鼠害 を防 ぐ爲周園に ト

タ ン板 を続 らし下部 を深 く地 中に埋め て置いた 。播種は 昭和 十年二 月十入 日で播種

の深 さは1cm、3cm、5cm、10cm、20cM、30Cmと し総歎2go粒 で各深 さ別の播種

粒数は第十 六表の通 りである。而 して本調査 は各粒に番號 を附 し駿芽枯死の経過を

明かにした。

第 一 節発芽 期 間(発芽 力)

以上の如 く播種 の深 さを区分 して 昭和十年二月十入 日播種 して後、同十年四月九

日・同年入月十入 日、十一年 四月五 日、同年十二月十五 日、十二年 四月三 日、十三年

四 月七 日、同年十二月十七 日に調査 を行 つた。其の結果 は 第十六表の通 うで昭和十

年四月には未だ発芽 した ものな く、同年八月十入 日調査 には68本 螢芽 し総発芽 本数

の約五割強に當 り深 さはIcm、3CM、5CM、 のもののみで ある。翌十 一年 四月調査に

於 ては其の間に験芽 せ しもの39本 を加へ107本 とな ち総発芽本数 の約八割強に當 る。

而 して前回調査以後 に於 ては深 さIcm、3cmの ものは殆 ど増加せす、播種せ る年の

冬期前迄に 殆 ど発芽 を絡 つて居 る。其後十一年十二月十五 日調査す るに 四月以後登

芽せ るもの21本 あ6て128本 こな り総発芽本数 の97.7%即 ち殆 ど全部の発芽 を終つ

て居 るが新 に螢芽せ るものは深 さIocm、20CMの ものが大部分であ る。更 らに翌春

十二年四月三 日調査 す るに発芽 一本 を加へ更 らに 其 の翌春十三年四月十一 日調査 に

於て新に螢芽せ るもの2本 を認めだ。本調査 は深 さ1cm・3cm・5cm・IocM・20ρm・

30cmの 六種 に分れ居 るも深 さ20cM、30cmの ものは播種量少な き故発芽 せ る もの

ゝ大部分はIcm、3cm、5cm、Iocmの もの こ見倣6得 るのであ る。斯か る舩態に播



播 種 の 深 さ と 鰻 芽 こ の 關 係 第 十 六 表

備 考 饗 芽 欄 二()チ 附 シア ルモ ノ ハ ー度発芽 シ テ後 枯 死 セ ル 株 ヨ リ萌 芽 セ 〃モ ノテ示 シ

枯 死 欄 ノ()ハ 萌芽 枯 死 セ,レモ ノ ナ リ

13年12月17日a於 テ瀕 死 瓶 態 ノ モ ノ3本 ア リ統 計 ニ ノ・生 存木 トセiJ

即 チ3Cmノ モ ノ1本5cmノ モ ノ2本



種せ し場合 は播種せ し年 の夏(8月)迄 に総発芽 歎 に対し 約五割強、冬迄に約 八割強

発芽するも種子は地中に越年 して 其 の翌年発芽 せ し もの 約二割弱 あ うて満ニ ケ年 を

要 して 全 く発芽 を終 る もの と見 るを得べ く例外的 には二回地中に越年す るもの、三

回地中に越年 するものあるヒとを確め得た。 而 して越年せ しものは 播種の深 さ深 き

ものに多 きは注 目に値 する所 であ る。

從來 イチヰガシ 等の種子の螢芽力保存期間に就 きては詳細 な る研究 をなせ るもの

少 な く、近 藤万太郎博士は其著 日本農林種子學前論(墾 考書6)に 於 て、穀斗科 中 ア

カガシ、 シラカシ、 クヌギ の種 子の壽命 に就 き調査 して 一年 な りと決定 して居 られ

る。但 し種子の壽命は 其の貯藏法に より異 なるもので 近藤博士は探種後 よく乾か し

て布袋に入れ室内に吊 して貯藏 し毎年定期に取出 し試験 を行はれた のである。 又登

芽試験は400粒 を取 り最初蒸瑠水 にて洗ひ次にo.s%の 昇乗水 に浸 し、扁平 な る陶器

製襲芽皿を用 ひ之れに よく滑毒 しだ川砂 を盛b、 砂 の飽和水量の60%の 水 を加へて

砂 を よく掩搾 して 混ぜ 合せ砂 をして灘 は した ものを発芽 床 とし100粒 宛四組 に分 ち

て置床す る。温度 は 揖氏約20-25度 に保 ち駿芽締 切 日数 を30日 と定めてあ る。次

に大阪営林 局狩野鐵次郎氏は大阪営林 局報九號昭和十三年十 一月號(参 考書5)に 於

て「種子貯藏 の技術的考察」と題す る論文に於 て前記近藤博士の アカガ シ、シラカシ、

クヌギの種子の壽命 一年 を引用 し且つ 小山光男技師の調査に よれば ホホノ キの種子

は地下o.15m-1・2mに 埋め置 く時は満五 ケ年後に至 る も尚50%内 外の発芽 力を有

す るも、 シラカシ、 アカガシ、 ケヤキ は地 中に於て 活力保生困難な りと、 叉本多博

士はクヌギ、 コナラ、 カ シ、 シヒ、ク リ、 ブナ等大粒種子 を地 中に埋めて置けば 翌

春 迄活力の保存 をなし得 るとの 文献 を掲 げて居 られる。 又國有林並 に民間 に於て苗

圃にカ シ属の播種 をなす際 には 一般 に其の壽命 を 一年 と想定して居 る様 であ る。然

るに今回の調査 は 其の壽命二年 に及ぶ ものが可な り多数 あることを謹 した もので 興

味あ ることである。

第 二 節 播 種 の 深 さ と発芽

播種の深 さと発芽 との關係を調査す るに 深 さ3cm(発芽 率67・1%)を 最良 とし・

5cm(発芽 率55.4%)Iocm(発芽 率57.5%)之 れに次 ぐ。深 さIcmの ものは被 土淺



き爲播種後露出 され易 く又各種の害を受け易 くして発芽 率僅 に22.g%に 過 ぎない。

且発芽 後枯 死す るものも 比較 的多 き故良好でない。尚播種の深 さと発芽 の關係に就

きては深 さ淺 きもの程早 く発芽 す。例へば深 さIcm、3cmの ものは播種後六 ケ月間

(八 月調査)に 殆 ど発芽 を絡 り其後は発芽 す るもの極めて少な きに翌 し、深 さ5cmの も

のは総発芽本数36本 中僅かに16本発芽 せ るのみで 八月以後冬迄に発芽 せ るもの17

本 あb。 深 さ10cmの ものは全部八月以後発芽 し入 月 よう冬迄の間に23本 中15本 、

翌年冬迄 に8本 襲芽 し、 深 さ20cmの ものは深 き爲発芽 率甚iだ悪 し く8本 に過 ぎな

vが 八月以後冬迄に発芽 せ るもの1本 、 翌年冬迄 に発芽 せるもの6本 にて大部分 を

占め、深 さ30cmの ものは 殆 ど駿芽 せ ざbし が 昭和十一年十二 月迄に1本 の襲芽 を

見た。術深 さIcmの ものが5cmの もの に比 し不揃 にして 昭和十年入 月迄 に発芽 せ

るもの ゝ%少 な きは 地表 に近 き爲種子露 出せ るもの等 あ りて発芽 に適當の状 態をな

さゞりしに困 るもので以後翌年四月並 に十一月迄に不規則に磯芽 して居 る。

術例外的 には'昭和十年 二月播種せ るものが 十 二年四月 より十三年 四月迄の間に於

て2本発芽 し、 又十 三年四月より 十三年十二月迄 に1本 酸芽せ るものあbて 満三年

以上発芽 力を有 して居た ものである。

参考 次に播種 の深 さご苗木の生長 この關係 を調査す るに本数 比較 的少なきと苗

木 の生長不揃に して 平均債に対し て充分な る正確度 を認め難 きも輩に墾考

に資せんが爲 昭和 十三年十二 月十 七 日に於ける 平均一本の樹 高を示せぱ次

の通 うである。

苗 木 の 平 均 樹 高 第十七表



本表 によれば深 さ3cm、5cm最 も生長旺盛の如 きもIocm、20cmの ものは

其 の発芽 時期遅 き爲 に 乙て発芽 して より以後の期間 を考慮 に入 るれば 大 なる

差 異はない。例 へば昭和 十年二月播種 し深 さ3cmの ものは十年十二月迄 には

殆 ど全部発芽 し、深 さIocmのもの は十年十二 月迄 に65%、 十一年十二月迄 に

35%発芽 し、深 さ20cmの ものは十年 十二月迄には 只Pt本発芽 し残部は十一年

十二月迄に発芽 せ る故3cmの ものに 比すれば 生長期間に 満一箇年の差があ

る、故 に同期間 とす る爲十三年 四月(十 二年十二月 と大差な し)に 於け る深 さ

3cmの 平均苗木の長 さを計算すれば17.6cmと なる。 之れ を深 さIocmの 平

均樹高17.8cm深 さ20cmの 平均樹 高14.gcmに 比すれば大差 ないのであ る。

試験 材量少な き爲正確 な らざるもIcmの 如 く極端 に淺 きもの を除 き深 さ3cm、

5cm、10cm・20cmに 於 ては其の発芽 苗の生 長には大 なる差異が なき様 であ

る。然れ ども発芽 率は深 さ3cmを 最 良 とし、深 さIOcm、5cm之 れに亜 ぐ故

綜合すれば深 さ3cmめ 播種 が最適 とす る様 に窺はれ る。

第 三 節 試 験 の 結 果 と 天 然 更 新

本試験 の結果 よう天然更新 を考察す るに イチヰガシ は伐採前鬱閉 せ る立木地 に於

ては殆 ど稚樹の発生 せ るものな く伐採後疎 立す る保 護樹 を有す る場合或は 散生的 に

林木 の存 す る場合 又は 雑草小柴 を有する 未立木地 に天然 に発生 する場合多 きは何人

も認む る所である。

而 して此の螢芽 す る種子は從來の如 く イチヰガシ の種子 の壽命 を一年 な りと假定

せぱ前年秋季結實せ る種子が 本年磯芽 す るもので 前 々年 に於け る結實の豊凶は關與

しなv繹 であ るが・ 種 子の壽命 を満二年 とすれば 前 々年の結實状態 も關係 を有 する

ござ ゝな る。叉自然 に落下せ る種子中伐木運材の爲比較的地 中深 く埋没せ る 種子 も

二年 三年 を経 て地 上に出で発芽 する もの も生ずべ く無数の種子中には斯か る経路 を

辿 りて発芽 す るもの も少 くないであ らう。

種 子の壽命 を 一年 と限 らず場合に ようては 二年三年 も保有 し得 るもの と考ふれば

更新上解繹 し得 るこごも少 くない ご思ふ。

尚前報告書 第 六章第一節に掲げた通ゆ伐採後天然更新 に委 して 放置 され て聞 もな



き跡地 或はスギ、 ヒノキ の人工植栽地にて潔癖 な手入 を施 された林地 に屡 々 イチヰ

ガシ の稚樹 を多数見受け ることあ りて 是等は大部分前生稚樹の萌芽 であ る。換言す

れば伐採前鬱閉 強 き林分にては発芽 す ること少 く假令発芽 して も稚樹は 登育せず し

て地上部 は潰失す る。然 し根部は 尚生活 力を失はず して 翌年萌芽 し再 び枯 れて之れ

を繰返へす間に 根部迄 も全 く枯死する もの も澤山 あ る様 であ る。藪状をなせ る雑草

小柴の内にあ る稚樹 を見れば被壓 の爲繊弱 な幹 をな し 少数の黄緑色の葉 を有 して僅

に生存 し枯 れては萌芽 して 幾年か経 過せ るものあるを認め得 るのである。 之等は根

の年輪 と幹の年輪 とを比較すれ ば明かであ 外 叉造林木 の年輪 と其の内にあ るイ チ

ヰガシ の根部 の年輪 とを比較 すれば 解決出來 るこごであ る。叉伐木運材の爲稚樹 の

地上部 は損傷せ られ て清失し 翌年根 より萌芽 して稚樹 を生す るこ ごも甚 だ多 く所 謂

稚樹 の萠芽 は生 長 も旺盛であることは前報告書第六章第二節に述 ベナZ通りであ る。

伐採跡地 に螢生せ るイチヰガシの稚樹は前年 秋 よう冬に亘 りて結實 して落下 せ る

種子の発芽 が大部分 であるが 其の外上記 の如 きものも発生 むて多数の稚樹 を生ず る

のであ る。

第四章 穿孔蟲の被害に關する研究

イチヰガシの被害 に就 きては 前報告書 に述べ て置いた。而 して 穿孔懸の害が被害

中最 も大 なるもので 例外的 に小径級の ものを犯す ことあ るも大略胸 高直径30cm以

上の ものに被害著 しきこと、並 に林況地況 と被害 との關係、擇伐 跡地の 被害状況等

を調査 して穿孔愚被害 の主要因子は太禮 次の点であ るこごを報告 した。(前報告書14

頁、20頁 墾照)

從來森林施業上穿孔鐙被害 に關 して 知 られ て居る点は・ 斧銭の入 るこご少な き天

然生林 には穿孔鍛の被害甚だ少な く、 保 残木等 には一般 に多 く・ 強度 に擇伐 した場

合 は弱度 に擇伐 した場合 ようも被害 の程度が大 であ る。 初 夏穿孔虫の活動期 に伐木

造材 した丸太 を放置すれば 香氣 を求めて穿 孔鍛が 集 まることを容 易に目撃す るこご

が出來 る。又樹 幹の傷 口に穿 孔巌の侵入せ し穴の多 きことも認あ らるゝのであつて・

各種の事項 を綜合 して鬱閉 の疎 な る林分は密なる林分 よう穿孔姦 に犯 され易い 乙と



穿 孔 姦 被 害 と 香 氣 に 關 す る 試 験 経 過 第 十 八 表
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は疎密が直接虫を誘 引す るのでな く、鬱閉 を疎 開せんが爲に行ふ擇伐 に附随 して其

の伐倒木寄等 の際残存木 を傷け 其 の傷 口よ5登 散 す る樹液の香氣により 穿孔鍛 を誘

引す るのであつて、強 く擇伐 すれば 残存木 を傷け ることも多 く、 傷ロに穿孔巌が集

ム易いの も其の謹壕であつて、擇伐 間伐 を行ふに當 り努め て残存木を傷けざる様注

意すべ きことを述べたのであ る。 ・

以上の観察要点は昭和入年 七月高岡営林 署青 井岳國有林22林 班内に設けた試験地

の結果 ではあつたが 試験 は未だ中途 であつた。依 つて 其の後の経過 を述ぶ ると共 に

從來の取扱 方並 に伐採 前後の林 況 も概略 を附記 することとする。

第 一 節 穿孔鍛被害 ご香氣に關す る試験 の経過 と概要

試験地は 昭和 七年度官行研伐地 で筏 採した のは 穿孔鍛の活動期た る昭和入年 七月

十五 日より 同月十 八 日迄であつた。試験 地の区域は5600m2(70×80m)で 其の中央

に2000㎡(40×50m>の 皆伐地 を設け、 皆伐 する際 周園の林木 に傷 を付け ざる様特

に注意 し林木は 皆伐地の中央 に向つて伐倒 し、皆伐地の周園に立 てる林縁の供試木

たるカシ類が 中央の疎開に も拘 らず虫害 を受け ざるや、無傷にても穿 孔巌に犯 さる

ゝやを調査せん としたのである。即 ち豫 め伐採前供試木に付 町唾に穿 孔巌 の被害 の

有無並 に 状 況を調査し伐採後毎年状況 を調査 し 経過 を明か にしだのである。経過を

知 るには調査の都度穿孔愚の穴を見出 した る時は 白ペ ンキ を塗 う或は自 きセノンロイ

ド板 を打付けて其数 を数 へ、 次 回の調査 に於 て新 らたに 穿孔最の穴 を見 出せぱ之れ

を歎へ臼ペ ンキを塗 う或は臼 きセノンロイ ド板 を打付けて増加 の数 を定めたのである。

術穿孔愚 の穴を見 出す ことは 相當 困難 にして全樹幹に行ふ ことは 不可能な る故地上

2m位 迄の間 を調査 した。而 して此の邊が最 も犯 され易v所 である。伐採 前の林相・

供試木の位置等 は前報告書22頁 に詳細掲 げてある故省略す る。"

供試木 は総敷2g本 で、 イチヰガシ16本 、 ウラジロガシ7本 、 シラカシ2本 、ノ・

ナガガ シ2本 、 ツクバネガシ2本 である。 昭和入年 七月 試験開始以來昭和十一年 三

月迄の経過 は大略前報告書22頁 に掲記 しあ るも其後の経過 を併せ て記載すれば次の

通 ムであ る。(第 十 八 表)



第 二 節 調 査 結 果 に対する 観 察

a).今 調査 の結果 を観察す るに試験 着手前既に穿 孔虫の被害 あ りた るものは 総本

歎2g本 の内14本 に して 被害の状況は何れ も古 き被害 に して 調査の直前 に受けブZも

のではない。而 して 此の被害木14本 の内直径30cm以 上 の ものg本 、30cm以 下 の

もの5本 であつて 是等 の孚歎(7本)は 明か に傷木である。次に試験着手前穿孔鍛の

被害 を受けざ りしものは 総本数2g本 の内15本 にして、其の内1本 は 直径30cm以

上な る竜其他 は何れ も直径30cm以 下 の ものである。換言 すれば総本数2g本 の内3・

cm以 上の ものIo本 は 試験着 手前既に1本 を除 く外 全部穿孔姦 の被害 を受けて居 る

に拘 らず 直径30cm以 下の ものは19本 の 内14本 は 全 く被害 な く、残 わ5本 の内3

本は傷木 で、2本 は非健全木 で被害 も輕微 な ものである。

次に試験開始後の経過 を見 るに試験着手前 の被害木14本 の内更に其後穿 孔巌に犯

された るもの5本 、犯 され ざるもの9本 であ る。

而 して犯 され尤 るもの5本 は 全部直径30cm以 上 の もので 内2本 は伐採の際傷 を

受 け陀るもの、他の2本 は 皮焼等の 爲嚢弱せ る もので、残 り1本 は 古 き皮焼被害部

を有 す るものであ る。叉前記穿孔鐙 に 犯 され ざるもの9本 は 直径30cm以 上の もの

4本30cm以 下 の もの5本 にして伐採搬出の際生 じた傷木は一本 もなv。 次 に試験着

手前穿孔鍛の 被害なか りし もの15本 は直径30cm以 上 のもの1本 の外は 全部直径

30cm以 下の もので其 の内試験後穿孔虫に犯 された る ものは4本(g號 、30號 、32號 、

33號)あ るも第9號 は カ ミキ リ虫の被害 を張 く受 け 其の部分 を穿孔鐙に害せ られ、

第30號 、32號 、33號 は 僅かに穿孔鍛の穴一箇を登見 したるのみにて 其 の後全 く増

加せ ざる故 殆 ど被害 と認 むべ き程 の ものでない。之れに依 て見 るに 直径30cm以 上

の ものは穿孔嶽に犯 され易 きも直径30cm以 下 の ものは 殆 ど穿孔鍛 の被害 な く特 に

甚 しき傷を受けた場合等に穿孔贔に犯 され るもの と考 へ られ る。

b)・ 次に傷 と穿孔姦被害 との關係 を見 るに 試験着手前 に於 ける穿 孔鐡 の被害木は

14本 で、其の内明かに傷 あ りしもの7本 は 何れ も穿孔鐙に犯 されて居 る。其他7本

の内3本 は樹勢衰 ヘた る もので残 り4本(1號 、2號 、5號 、22號)は 特別な被害木で

はない が1號 、2號 、5號 は 僅か に1個 、第221號 は2個 の 穿 孔鐘の穴 を認む る丈け



である、之れ に反 し試験着手前 全 く穿孔愚の被害 なか りし15本 は古傷 あ るもの一本

(18號)を 除 く外は何れ も無傷の ものであ る。

試験後の経過を見 るに試験地の伐採 には 前記の通 り努めて 供試木 に傷 を符け ざる

様注意せ しが傷を受 けた るもの6本 を生 じ7?、 其の内3本(8號 、22號 、32號)は 直

径30cm以 上の もので全部穿 孔愚の被害を受けたが、残 り3本(12號 、15號 、16號)

は直径30cm以 下 の もので 傷付ける も全 く穿 孔鍛に犯 されて居 らない 。 其他穿 孔鍛

の被害 を受けた ものは6本(6號 、g號 、17號 、28號 、30號 、33號)に して内6號 は

皮焼 に よ外9號 は カ ミキリ愚 の被害 に よう、17號 、30號 は被壓 木が急 に疎開 され

た爲衰弱せ しに よ外28號 は 古 き皮焼部あり しに より穿 孔鐵害 を誘酸 した ものと考

へ られ る。両33號 は大 な る原因 を認めざる も穿 孔鍛(孕穴一個を生 じたのみなれば殆

ど問題 とす るには及ばない。

次 に試験後穿孔巌 に犯 されざる ものは合計20本 にして内直径30cm以 上 の もの4

本、30cm以 下 の もの16本 であ る。今被害 なかり し30cm以 上の もの4本 の 内容 を

見 るに3本(1號 、2號 、5號)は 試駿着手前古 き穿孔巌跡は認め得 るも傷 なきもので

残b一 本(3號)は 古 き傷 あbて 曾 て 穿孔愚に犯 された るものであるが 何れ も試験伐

探 の際 には傷 を受 けなかつた ものである。次に直径30cm以 下 の無被害木16本 の内容

を槍す るに全 く無傷の もの7本 で残り8本 は、試験着手前既 に傷あbだ る もの4本 、

被壓木2本 、 試験伐探の際傷付け られたる もの3本 で、 是等 は穿孔巌誘致の原因を

有 するに拘 らず 直径小 なる爲被害 なか うし もの と認め らる。

以上試験の結果より 察す るに 直径30cm以 下 の ものは 穿孔患 に犯 さるXこ と甚だ

少 な く伐木木寄等 の爲大な る傷損 を受 くる茄 附近伐採 の爲從來の被圧 木 が 急 に光線

を受 けて皮焼 し漸次衰弱せ る場合等特種 なる場合 に犯 さる ゝも普通の場合は 直径30

cm以 上の ものに被害が ある様認め らる。次に穿 孔愚誘致の原因に就v・ては昆巌の習

性 を根本的に研究す るの要 あるは勿論であるが、 林 木が傷 を受けた る際 傷 口 よ煽愛

散 す る香氣が穿孔鍛 を招誘す る一大原因た るを疑 はない、 試験 の結果 も上記の如 く

直径30cm以 上の もので 傷 を受けた ものは 殆 ど穿孔巌 に犯 されて居b、 叉新 に傷

付 け られだ ものは其の傷 ロに 殆 ど例外な く穿孔鍛が來 りて 穿孔す る事實は充分謹 明



し得 た こ思ふ の で あ る。

附言一 穿 孔愚 は イチ ヰ ガ シ 以 外 のか し類 に も被害 あ る もの に して供試 木 は イ チ ヰ

ガ シ と限 定せ ざ うし も筆者 は イ チヰ ガ シ に關 して特 に注意 を彿 ひ居 ムて以 上 の事實

は實 地 イチ ヰガ シ林 覗察 に於 て観 察 し居 る事 實 と一致 す る故 少 くと も イ チヰ ガシ に

醤 し ては誤 りな きを信ず る もの であ る。

一二 の例 を示 さん ごす。

試験 伐採 の 際傷 を受 け し もの6本 の 内3本 は 直径30Cm以 上3本 は 直径30cm以

下 の もの で30cm以 下た る12號 、15號 、16號1よ 傷 口夫 々12×3cm、30×8cm、

50×7cmな るに拘 らす穿 孔巌 の被害 な く直径30cm以 上た る8號 は傷 ロ50×20cm

に し て穿 孔鐙 の被害(穴 の歎)は 昭 和九 年2個 、 十 一年37個 、 十 二年8個 、十 三年

23個 合計70個 を認 め、 叉22號 は 傷 ロ平 均20×Iocmの もQ8個 生 ぜ し爲 昭和 九年

83個 、十 一年8個 、十二年lo個 、十 三年6個 計lo7個 に及 ん で居 る。.

次 に32號 は傷 口9×3cmに て小 な る爲 か昭 和 十一年1個 を認 めた のみ であ る。叉

一 面穿 孔蟲 の被 害 な き もの は概 ね傷 な き もので あ る。

総 括

1)穿 孔鐙は4チ ヰガシ に対し ては直径30cm位より 以下の小径級の もの には被

害 を及ぼす事が甚だ少 なVO。

2)穿 孔鐡は伐木、木寄等 の原因にで 樹幹 に傷 を受けだ る時傷 口 より出つ る樹液

の香氣 に よう誘致せ られ易 く、從 つて傷 ロに穿孔蟲 は付 き易い。換言すれば傷

を受けだ ものは 穿孔鍛に犯 され易い。 其 の外他の昆鍛の被害に よう樹皮剥 げ樹

液 を出し尤 る場合も同様 にして、 曳被壓 木が周園 を皆伐せ られて 皮焼 を起 し樹

勢甚だ衰へた場合等に も亦被害 を受け易い。

3)以 上より して擇伐 間伐 の度合其の ものが 穿 孔鍛 の被害 に直接關係す ることは

少 く残存木 に傷 を付 くるこごが 主 なる原因の様 認め らるゝ故、 傷付けざる様注

意す ると共 に樹液 の流動盛なる時期 を避 け冬期伐採 し且木屑等 をなるべ く林内

附近 に放 置せ ざる様注意を要す る。

備、考 穿孔鐘被害木の樹液 に就 きては前報告書23頁 に記載 してある。


